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１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

 我が国の機械工業は、アベノミクスにより長らく続いた停滞の状況からは脱しつつある。

しかし、再び成長軌道に向かうためには海外の活力を取り込むことが不可欠である。その中

でも成長著しいＡＳＥＡＮ地域は日本にとって縁が深く、進出先としてまず候補に挙げられ

るが、断片的な情報が多く、海外進出のノウハウに乏しい中小企業にとっては各国の持つ強

み・弱みを把握するのにかなりの情報収集を必要とする。 

我が国の機械工業、特にこれからＡＳＥＡＮ地域に進出を考えている中堅・中小企業が、

進出先を検討するのに必要な情報を専門家の分析を交えて提供することによって、地域企業

のグローバル化を支援する。 

ＡＳＥＡＮ地域に進出を検討する企業に対し、投資先としてのＡＳＥＡＮの現状および問

題点、将来展望を様々な観点から分析、最適な拠点選定の参考となる情報を提供する。 

（２）実施内容 

投資先としてのＡＳＥＡＮの検証～投資環境路リスク～報告書(http://www.iti.or.jp) 

 ＡＳＥＡＮは中国リスクの増大の中で日本の機械工業の投資先として重要性を増して

いる。安定した経済成長の持続から多くの国で消費ブームが起きており、製造業だけで

なくサービス業の投資も増え、2013 年の日本の直接投資はＡＳＥＡＮ向けが中国向けの

３倍となっており、この基調は 2015 年まで続いている。また、2015 年末にはＡＳＥＡＮ

経済共同体（ＡＥＣ）が創設され、ＡＳＥＡＮへの期待と関心は大企業だけでなく中小

企業でも増している。 

一方で、ＡＳＥＡＮでは、タイなどでの政治情勢の不安定化、洪水や賃金の上昇、労

使紛争の増加など投資環境の不安要因、中所得の罠の可能性、AEC の実態と展望など不安

要因および不透明性が指摘されている。しかし、インド、中東、アフリカなど世界の途

上国地域をみると、課題はあってもＡＳＥＡＮが投資先、事業先として最も安全かつ有

望である点は不変である。そのため、日本の機械分野の中小企業のＡＳＥＡＮ進出は今

後も継続することは確実である。 

このため、１．ＡＳＥＡＮの投資リスクについて２．ＡＳＥＡＮマクロ経済の投資環

境とリスク３．ＡＳＥＡＮを中心とした貿易動向の変化および各国におけるＦＴＡへの

対策について４．ＡＳＥＡＮ経済共同体と日本企業５．ＡＳＥＡＮの投資可能性とリス

ク６．ＡＳＥＡＮにおけるＣＬＭＶの投資環境の評価とリスク－経済発展シナリオの側

面から－について報告書に取りまとめた。 



＜研究委員会＞ 

第１回研究委員会開催 平成２７年 ６月２６日 

第２回研究委員会開催 平成２７年 ８月１３日 

第３回研究委員会開催 平成２７年１１月 ６日 

第４回研究委員会開催 平成２８年 １月２５日 

 

 

 

 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

  ＡＳＥＡＮおよび貿易投資についての専門家から構成される研究会を組織し、ＡＳＥＡ

Ｎ地域に進出を検討する企業に対し、投資先としてのＡＳＥＡＮの現状および問題点、将来

展望を様々な観点から分析、拠点選定の参考となる情報を提供できた。 

これからＡＳＥＡＮ地域に進出を考えている中堅・中小企業にとって、想定されるリスクの

分析結果は、海外戦略を検討する上での参考になると思われる。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

投資先としてのＡＳＥＡＮの検証～投資環境路リスク～報告書 

(http://www.iti.or.jp/report_23.pdf) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人国際貿易投資研究所 （コクサイボウエキトウシケンキュウショ） 

住  所： 〒104-0045 

東京都中央区築地１丁目４番５号 

代 表 者： 理事長 畠山襄 （ハタケヤマノボル） 

担当部署： 総務部 （ソウムブ） 

担当者名： 審議役 寺川光士 （テラカワコウジ） 

電話番号： 03-5148-2601 

F A X  ： 03-5148-2677 

E-mail ： webmaster@iti.or.jp   

ＵＲＬ ： http://www.iti.or.jp 

 


